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郡山市報道資料 

プレスリリースサイト 

SSDDGGss 未未来来都都市市ここおおりりややまま 世世界界かかんんががいい施施設設遺遺産産 https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/ 

2024(令和６)年 郡山市は市制施行 100周年!! 

ひらけ 未来へ こおりやま 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

アルフリート・クルップ財団の青少年海外ビジネス研修奨学金プログラムにより派遣された、

ドイツ・エッセン市からのインターン生受入れにおいて、本市国際化へご貢献をいただいたホス

トファミリーの方々に、感謝状を贈呈いたします。 

 

１ 日 時  ５月 24 日(金) 午後２時 30 分 ～ 午後 3 時 00 分 

２ 場 所  市役所庁議室（本庁舎 2 階） 

   ３ 出席者  一般財団法人言語交流研究所ヒッポファミリークラブ 

國分 徳子 様 

野内 真由子 様 

戸倉 政子 様 

橋本 紗季 様 

   ４ 対 応  郡山市長 

          産業観光部長 

産業観光部産業創出課長 

文化スポーツ部国際政策課長 
 

＜一般財団法人言語交流研究所・ヒッポファミリークラブについて＞ 

（組織概要） 

名称：一般財団法人言語交流研究所 

本部所在地：東京都渋谷区渋谷２-２-10青山Ｈ＆Ａビル３階 

代表理事：鈴木 堅史 

活動内容：１多言語活動 地域での多言語活動定期開催、講演・国際理解授業など 

２国 際 交 流 ホームステイ受入れ、海外ホームステイ、留学・インターンシップなど 

３研 究 活 動 フィールドワーク、講座、書籍など 

（沿革） 

1981年 言語交流研究所設立 ヒッポファミリークラブの多言語活動が始まる 

1982年 青少年の海外ホームステイ交流が始まる（アメリカ・韓国） 

1984年 トランスナショナル カレッジ オブ レックスの研究活動が始まる 

家族の海外ホームステイ交流が始まる（ヨーロッパ） 

本市国際化へのご貢献に対しまして 

市内ホストファミリーの方々に 

感謝状を贈呈いたします 

2024 年 5 月 22 日 

郡山市産業観光部 

産業創出課 

課長 古川 誠 

TEL：924－2278 

 

ターゲット 4. 7 ターゲット 17. 17 

SDGs ターゲット 4. 7 「2030 年までに、持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるようにする。」 

SDGs ターゲット 17. 17 「効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進する。」 
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1985年 国内受け入れホームステイが始まる 

1997年 海外高等学校交換留学が始まる 

アメリカでヒッポファミリークラブの活動が始まる 

1998年 メキシコでヒッポファミリークラブの活動が始まる 

2001年 韓国でヒッポファミリークラブの活動が始まる 

2008年 アジアの若者たちを中心とした多言語合宿（上海）が始まる 

2012年 海外インターンシップが始まる 

2013年 一般財団法人へ移行 

2014年 海外大学留学プログラム、多言語国内キャンプが始まる 

2015年 LEX Multilingual Presentation for Youth TOKYO が始まる 

2016年 MIT・東京大学との共同研究「多言語習得に関わる脳のメカニズム」が始まる 

2018年 台湾でヒッポファミリークラブの活動が始まる 

2021年 共同研究の成果がイギリスの科学誌「Scientific Reports」に掲載される 

 

（ホームステイ交流の実績） 

・受入れ数：64ヶ国 322名（1992年～2024年 5月） 

・受入れ国：韓国、台湾、中国、モンゴル、タイ、インドネシア、マレーシア、パキスタン、 

サモア、ベトナム、オーストラリア、ドイツ、ロシア、アメリカ、カナダ、メキシコ、 

ペルー、ジャマイカ、ガーナ、コートジボアール、マラウイ、ジンバブエ、ケニア、 

ウガンダ、チュニジア、エジプト、イラン、イラク等 

 

アルフリート・クルップ財団について 

➢ 所在地  ドイツ連邦共和国ノルトライン-ヴェストファーレン (NRW) 州エッセン市 

➢ 事業内容 科学、文化、芸術、教育、健康、スポーツなど幅広い分野で慈善活動を展開。 

毎年、エッセン市の 50 名※の青少年 (15-19 歳) に対し、海外企業における実地の 

職業研修の奨学金を支給。 

 

青少年海外ビジネス研修奨学金プログラムについて 

➢ アルフリート・クルップ財団により 1998 年創設。 

➢ 企画・運営 エッセン市経済振興公社 (EWG)  

➢ 派遣実績  これまで 1,000 名を超える奨学生が 

35 か国 300 社に上る企業で研修。 

エッセン市と郡山市の連携の一環として、 

2023 年に初めてインターン生を日本に 

派遣。2024 年は、2 年目の受入れとなる。 

EU 圏外では日本の他にインドネシア、フィリピンで実施。※2024 年は 35 名。 
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＜郡山市とエッセン市の交流の経過＞ 

2014 年 11 月 福島県とエッセン市が所在するドイツ連邦共和国ノルトライ

ン-ヴェストファーレン（NRW）州が再生可能エネルギーと

医療機器関連産業分野における覚書締結 

2017 年 11 月 郡山市とエッセン市が欧州連合（EU）の国際都市間協力（IUC）

プロジェクトにパートナー都市として採択 

2017 年 12 月 郡山市とエッセン市が都市間協力に関する覚書締結 

2019 年 9 月 教育と次世代の人材育成を連携分野に加えた都市間協力の継続

に関する合意書を手交 

2021 年 9 月 郡山市とエッセン市が欧州連合（EU）の国際都市地域間協力

(IURC) プログラムにパートナー都市として採択 

2022 年 9 月 エッセン市訪問団の来郡及び国際都市地域間協力(IURC) プロ

グラムの連携協定を締結 

2022年12月 県立安積高等学校の生徒12名がオンライン交流を行ってきた

エッセン市内の学校を始めて訪問 

2023 年 4 月  エッセン市のアルフリート・クルップ財団の青少年海外ビジ

ネス研修奨学金プログラムにより、初めてインターン生を日

本に受入れ 

2024 年１月  県立安積高等学校の生徒 12 名がエッセン市内のウルフ・スク

ーレ高校を訪問し２年目となる現地交流を実施 
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